
千葉県八千代市最大級の
大規模集合住宅が着工

ＮＴＴ都市開発など

Ｎ
Ｔ
Ｔ
都
市
開
発
、
名
鉄

都
市
開
発
、
西
日
本
鉄
道
、

関
電
不
動
産
開
発
、
東
方
地

所
の
５
社
は
こ
の
ほ
ど
、
千

葉
県
八
千
代
市
内
最
大
級
と

な
る
敷
地
面
積
２
万
３
０
０

０
平
方
㍍
超
・
総
戸
数
９
６

７
戸
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
ウ
エ
リ
ス
八
千
代
村

上
」
を
着
工
し
た
。

計
画
地
は
自
然
の
豊
か
さ

と
都
心
直
結
の
快
適
さ
が
調

和
す
る
街
・
八
千
代
市
内
に

あ
り
、
最
寄
り
駅
・
東
葉
高
速
鉄
道
「
村
上
」
駅
か
ら
東

京
メ
ト
ロ
東
西
線
「
大
手

町
」
駅
へ
直
通
５３
分
と
通
勤

圏
内
に
位
置
し
て
い
る
。

「
ウ
エ
リ
ス
八
千
代
村

上
」
は
広
大
な
敷
地
を
活
か

し
た
全
６
棟
の
配
棟
計
画
と

な
っ
て
お
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル

ー
プ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用

し
た
先
進
の
設
備
・
サ
ー
ビ

ス
を
採
用
し
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
を

中
心
と
し
て
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
〜
４

Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
様
々
な
プ
ラ
ン
が

用
意
さ
れ
、「
ワ
ー
ク
ル
ー

ム
」「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー

ム
」「
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
」
な

ど
豊
か
な
交
流
を
育
む
共
用

ス
ペ
ー
ス
が
充
実
し
て
い

る
。竣

工
は
２
０
２
５
年
２
月

上
旬
を
予
定
し
て
い
る
。
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東
京
都
管
工
事
工
業
協
同

組
合
（
理
事
長
宮
崎
文
雄

氏
）
は
１３
日
、
新
年
賀
詞
交

歓
会
を
八
芳
園
（
東
京
都
港

区
）
で
開
催
し
、
約
４
２
０

人
が
参
集
し
た
。

冒
頭
挨
拶
で
宮
崎
理
事
長

は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
な

い
中
、
昨
年
９
月
に
国
が
厚

生
労
働
省
が
担
っ
て
き
た
水

道
行
政
に
つ
い
て
、
施
設
整

備
や
管
路
所
管
を
国
土
交
通

省
に
、
水
質
基
準
策
定
な
ど

を
環
境
省
に
移
管
す
る
こ
と

を
決
め
た
こ
と
に
触
れ
、
老

朽
化
が
進
む
管
路
の
更
新
を

後
押
し
し
災
害
対
応
力
を
高

め
る
も
の
と
評
価
す
る
一

方
、
水
道
工
事
業
に
と
っ
て

重
要
な
関
心
事
で
あ
る
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
制
度

の
国
交
省
移
管
が
含
ま
れ
る

こ
と
か
ら
展
開
を
注
意
深
く

見
守
る
と
述
べ
た
。

昨
年
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
同
組
合
主
催
の
第
５４
回

管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
を

盛
況
裡
に
開
催
で
き
た
こ
と

や
、
区
役
所
回
り
に
よ
る
官

民
連
携
強
化
、
各
区
の
消
費

者
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
要
請
に

よ
る
講
習
会
開
催
な
ど
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
の

認
知
度
向
上
、
都
へ
の
予

算
要
望
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
を
報
告
し

た
。今

年
に
つ
い
て
は
、
５
月

の
通
常
総
代
会
で
役
員
を
改

選
し
第
３９
期
の
新
体
制
の

下
、
業
界
の
共
通
課
題
で
あ

る
「
新
４
Ｋ
」
を
目
指
す
働

き
方
改
革
へ
の
対
応
や
、
予

算
要
望
実
現
に
向
け
た
活
動

の
強
化
、
組
合
基
幹
事
業
で

あ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ

ー
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ

と
に
よ
る
財
政
基
盤
強
化
、

事
務
局
組
織
の
強
化
な
ど
の

重
要
課
題
に
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
そ
の
成
果
実
現
に
努

め
て
い
き
た
い
と
意
欲
を
示

し
、
組
合
員
と
関
係
捕
獲
方

面
の
支
援
・
協
力
を
呼
び
か

け
た
。

続
い
て
、
衆
院
議
員
の
高

木
啓
氏
（
組
合
顧
問
。
秘
書

が
代
行
）、
東
京
都
議
会
議

長
三
宅
茂
樹
氏
、
都
議
会
議

員
小
宮
あ
ん
り
氏
（
東
京
都

議
会
自
由
民
主
党
上
・
下
水

道
事
業
政
策
研
究
会
会
長
）

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
組

合
の
今
後
の
活
動
へ
の
期
待

を
示
し
た
。

古
谷
ひ
ろ
み
東
京
都
水
道

局
長
、
奥
山
宏
二
東
京
都
下

水
道
局
長
も
両
局
の
政
策
の

現
状
と
展
開
を
紹
介
し
、
今

後
も
行
政
と
工
事
業
者
が
緊

密
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

保
っ
て
活
動
し
て
い
こ
う
と

呼
び
か
け
た
。

同
組
合
と
交
互
に
「
管
工

機
材
・
設
備
総
合
展
」
を
主

催
し
同
組
合
と
「
盟
友
」
関

係
に
あ
る
東
京
管
工
機
材
商

業
協
同
組
合
の
向
山
英
雄
理

事
長
は
、
昨
今
の
国
際
経
済

状
況
を
背
景
と
し
た
製
品
の

値
上
げ
や
納
期
遅
れ
に
よ
り

工
事
業
界
に
迷
惑
を
か
け
て

い
る
が
、
商
社
と
し
て
正
し

い
情
報
を
提
供
し
て
貢
献
し

た
い
と
述
べ
た
。

ま
た
、
昨
年
の
第
５４
回
管

工
機
材
・
設
備
総
合
展
の
成

功
を
踏
ま
え
、
組
合
主
催
の

第
５５
回
展
の
集
客
・
来
場
な

ど
の
支
援
を
要
請
し
た
。
同

組
合
の
取
り
組
み
と
し
て
、

組
合
員
の
新
人
教
育
の
場
や

各
種
学
校
・
職
業
訓
練
校
で

の
活
用
を
目
指
し
て
刊
行
し

好
評
を
得
て
い
る
「
管
材
の

教
科
書
」
の
２
０
２
３
年
版

を
３
月
に
刊
行
で
き
る
こ
と

を
紹
介
し
、
そ
の
活
用
を
呼

び
か
け
た
。

宮
﨑
文
雄
理
事
長
あ
い
さ
つ

管
機
３
面

０
１
２
５
０
３

藤
❶
藤
❷
岡

東
京
都
管
工
事

工
業
協
同
組
合
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琵
琶
湖
南
の
浄
化
セ
ン
タ
ー

下
水

汚
泥

燃
料
化
施
設
工
事
を
受
注

日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

（
本
社
・
東
京
都
品
川
区
、

社
長
石
倭
行
人
氏
）
は
、
神

鋼
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、

大
豊
建
設
と
の
３
社
で
構
成

し
た
特
定
建
設
共
同
企
業
体

で
、
日
本
下
水
道
事
業
団
か

ら
「
琵
琶
湖
湖
南
中
部
浄
化

セ
ン
タ
ー
下
水
汚
泥
燃
料
化

施
設
建
設
工
事
」
を
受
注
し

た
と
発
表
し
た
。

同
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
場

内
で
発
生
し
た
下
水
汚
泥
を

濃
縮
お
よ
び
脱
水
で
減
容
化

し
た
の
ち
、
焼
却
炉
２
炉
で

焼
却
処
理
し
、
焼
却
灰
の
場

外
処
分
を
行
っ
て
い
る
。
今

回
の
工
事
は
、
こ
の
う
ち
１

炉
が
老
朽
化
に
よ
り
更
新
時

期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
下

水
汚
泥
の
有
効
利
用
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
汚
泥
消
化
施

設
お
よ
び
汚
泥
燃
料
化
施
設

を
新
設
す
る
も
の
。

官
民
連
携
に
よ
り
、
下
水

汚
泥
由
来
の
消
化
ガ
ス
・
汚

泥
燃
料
の
製
造
及
び
利
活
用

（
消
化
ガ
ス
の
場
内
利
用
お

よ
び
汚
泥
燃
料
の
発
電
所
利

用
）
に
取
り
組
み
、
下
水
汚

泥
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利

用
、
化
石
燃
料
使
用
量
の
低

減
等
を
推
進
す
る
と
し
て
い

る
。同

工
事
で
新
設
さ
れ
る
固

形
燃
料
化
施
設
に
、
日
鉄
エ

ン
ジ
の
ジ
ェ
イ
コ
ン
ビ

（
Ｒ
）（
下
水
汚
泥
固
形
燃

料
化
シ
ス
テ
ム
）
が
採
用
さ

れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
同
社
の

ジ
ェ
イ
コ
ン
ビ
（
Ｒ
）
導
入

は
全
国
で
８
件
目
と
な
る
。
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上
下
水
道
関
係
５
団
体

（
日
本
水
道
協
会
、
日
本
下

水
道
協
会
、
日
本
工
業
用
水

協
会
、
全
国
簡
易
水
道
協
議

会
、
日
本
水
道
工
業
団
体
連

合
会
）
は
６
日
、
東
京
會
舘

（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
合

同
の
新
年
名
刺
交
歓
会
を
開

催
し
た
。

幹
事
団
体
で
あ
る
日
本
水

道
工
業
団
体
連
合
会
（
水
団

連
）会
長
の
木
股
昌
俊
氏
は
、

昨
年
の
日
本
水
道
協
会
全
国

会
議
と
水
道
展
が
同
時
開
催

さ
れ
た
こ
と
を
振
り
返
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
不
如
意
だ
っ
た

対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
た
と
述
べ
た
。ま
た
、

昨
年
の
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
で
の
日
本
代
表
の

活
躍
に
つ
い
て
、
チ
ー
ム
力

と
戦
術
に
加
え
個
人
の
力
に

よ
る
も
の
と
評
価
し
、
日
本

の
人
材
と
高
い
技
術
が
開
催

地
カ
タ
ー
ル
の
水
道
に
寄
与

し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
。一

方
、
日
本
の
水
道
を
め

ぐ
る
課
題
と
し
て
施
設
の
老

朽
化
へ
の
対
応
を
挙
げ
、
地

震
、
豪
雨
、
台
風
な
ど
多
発

す
る
災
害
に
耐
え
る
基
盤
強

化
に
向
け
た
政
策
が
期
待
さ

れ
、
民
間
の
技
術
を
活
か
し

た
連
携
が
不
可
欠
と
述
べ

た
。５

団
体
が
連
携
し
て
い
く

官
公
庁
に
対
し
て
は
、
こ
の

ほ
ど
決
定
し
た
水
道
行
政
の

国
土
交
通
省
へ
の
移
管
に
よ

り
重
要
イ
ン
フ
ラ
が
一
体
的

に
運
用
で
き
る
組
織
を
構
築

す
る
こ
と
に
期
待
を
示
し

た
。
ま
た
、
今
年
の
水
道
展

が
４４
年
ぶ
り
に
東
京
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
大

い
に
盛
り
上
げ
た
い
と
述
べ

た
。来

賓
の
斉
藤
鉄
夫
国
土
交

通
大
臣
は
、
各
団
体
へ
の
水

道
行
政
へ
の
協
力
に
謝
意
を

示
す
と
と
も
に
、
今
後
の
行

政
推
進
に
こ
れ
ま
で
以
上
の

連
携
を
求
め
た
。

木
股
昌
俊
水
団
連
会
長
あ
い
さ

つ
上
下
水
道
関
係

5
団
体
合
同 外観完成予想ＣＧ

斉
藤
鉄
夫
国
交
相
が
来
賓
あ
い

さ
つ

日鉄エンジ

ド
ラ
イ
真
空
ポ
ン
プ

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
工
場
新
設

荏
原
製
作
所
（
社
長
浅
見

氏
）
は
、
精
密
・
電
子
事
業

カ
ン
パ
ニ
ー
の
主
力
製
品
で

あ
る
ド
ラ
イ
真
空
ポ
ン
プ
の

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
工
場
を
福

島
県
伊
達
市
に
新
設
す
る
。

今
年
９
月
に
着
工
し
、
２

０
２
４
年
７
月
完
成
を
予
定

し
て
い
る
。

半
導
体
市
場
は
、自
動
車
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医
療
分
野
で

の
需
要
拡
大
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ｄ

Ｘ
の
進
展
に
伴
い
さ
ら
な
る

成
長
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

半
導
体
製
造
現
場
で
欠
か

せ
な
い
ド
ラ
イ
真
空
ポ
ン
プ

の
需
要
も
拡
大
し
て
お
り
、

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
拡
充
の

た
め
、
本
製
品
の
オ
ー
バ
ー

ホ
ー
ル
を
担
う
工
場
を
新
設

す
る
も
の
。

建
設
地
は
、
伊
達
市
保
原

町
の
保
原
工
業
団
地
。
建
築

面
積
約
３
０
０
０
平
方
㍍
に

敷
地
面
積
約
１
万
平
方
㍍
の

工
場
を
建
設
す
る
。

完
成
予
想
図

イ
シ
ザ
キ
と
の
特
許
権

侵
害
訴
訟
に
勝
訴

ス
ト
レ
ー
ナ
・
サ
イ
ト
グ

ラ
ス
な
ど
ス
テ
ン
レ
ス
製
バ

ル
ブ
メ
ー
カ
ー
の
ス
リ
ー
エ

ム
工
業
（
本
社
・
大
阪
市
西

区
九
条
南
４
の
３
の
１５
、
社

長
奥
野
秀
郎
氏
、
☎
０
６
―

６
５
８
３
―
３
８
８
８
）は
、

イ
シ
ザ
キ
（
本
社
・
東
京
都

大
田
区
、
社
長
石
崎
浩
樹

氏
）
か
ら
ス
リ
ー
エ
ム
工
業

の
地
上
型
フ
ー
ト
バ
ル
ブ
に

つ
い
て
、
イ
シ
ザ
キ
が
保
有

す
る
特
許
権
を
侵
害
す
る
と

し
て
製
品
の
差
し
止
め
等
を

求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
昨
年

１２
月
２６
日
に
東
京
地
方
裁
判

所
で
開
か
れ
た
第
一
審
で
ス

リ
ー
エ
ム
工
業
社
製
地
上
フ

ー
ト
バ
ル
ブ
は
イ
シ
ザ
キ
の

特
許
権
を
侵
害
し
て
い
な
い

と
の
判
決
が
下
さ
れ
た
。

ス
リ
ー
エ
ム
工
業
が
製
造

す
る
４０
Ａ
〜
１
０
０
Ａ
の
地

上
型
フ
ー
ト
バ
ル
ブ
（
１
２

５
Ａ
以
上
の
口
径
は
訴
訟
対

象
外
）
は
、「
弁
体
弁
座
ユ

ニ
ッ
ト
構
造
」
に
対
し
て
特

許
を
取
得
し
て
お
り
、
ス
リ

ー
エ
ム
工
業
と
イ
シ
ザ
キ
と

の
間
で
主
張
が
対
立
し
て
い

た
特
許
侵
害
に
関
す
る
複
数

の
論
点
で
ス
リ
ー
エ
ム
工

業
の
主
張
が
認
め
ら
れ
、

全
面
勝
訴
の
判
決
と
な
っ

た
。「

知
的
財
産
権
の
妥
当
性

を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、

裁
判
所
に
お
い
て
適
切
な
判

断
が
な
さ
れ
た
結
果
で
あ
る

と
評
価
し
て
い
る
。
今
後
、

イ
シ
ザ
キ
が
控
訴
す
る
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
控
訴

審
で
結
論
が
覆
る
こ
と
は
大

幅
に
低
い
も
の
と
分
析
し
て

い
る
。
訴
訟
提
起
時
よ
り
全

く
の
事
実
無
根
と
確
信
し
て

い
た
が
、
今
回
の
判
決
を
受

け
顧
客
に
も
安
心
し
て
ス
リ

ー
エ
ム
工
業
製
の
地
上
型
フ

ー
ト
バ
ル
ブ
を
お
使
い
い
た

だ
き
た
い
」（
奥
野
社
長
）

と
し
て
い
る
。
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三
多
摩
管
工
事
協
同
組
合

（
理
事
長
松
本
正
美
氏
）
は

１２
日
、
ホ
テ
ル
エ
ミ
シ
ア
東

京
立
川
（
東
京
都
立
川
市
）

で
創
立
６０
周
年
記
念
新
春
賀

詞
交
歓
会
を
開
催
し
、
約
３

０
０
名
が
参
集
し
た
。

松
本
理
事
長
は
、
昨
年
創
立
６０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を

報
告
し
、
そ
の
間
の
関
係
者

お
よ
び
行
政
の
支
援
に
謝
意

を
示
し
、
組
合
員
数
は
３０
周

年
時
の
６
０
０
社
規
模
か
ら

約
４
０
０
社
に
減
少
し
た
も

の
の
、
各
組
合
員
の
努
力
の

積
み
重
ね
に
よ
り
６０
周
年
を

迎
え
ら
れ
た
と
感
慨
を
示
し

た
。昨

年
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
約
２
０
０
名
が
参
加
し

た
防
災
訓
練
（
昨
年
１０
月
）

が
目
的
を
達
成
し
た
と
評
価

し
た
ほ
か
、
組
合
員
の
経
営

支
援
と
人
材
育
成
面
の
活
動

を
振
り
返
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
の
実
施
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
へ
の
対
応
の
た
め
の
研
修

は
成
果
を
挙
げ
た
と
評
価

し
、
今
年
も
継
続
し
て
い
く

と
評
価
し
た
一
方
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
人
数
が
少
な

か
っ
た
こ
と
や
外
国
人
労
働

者
の
受
入
れ
要
望
に
対
応
し

き
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
活

動
が
不
如
意
に
終
わ
っ
た
こ

と
を
報
告
し
、
今
年
は
対
策

を
打
つ
必
要
が
あ
る
と
し

た
。今

年
は
、
給
水
装
置
工
事

配
管
技
能
検
定
会
（
昨
年
は

１
０
０
名
が
受
検
）
の
継
続

開
催
、
水
道
局
事
業
へ
の
積

極
的
な
協
力
、
防
災
訓
練
の

や
り
方
の
再
検
討
、
組
合
財

政
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
都
議
会

自
民
党
多
摩
水
道
事
業
政
策

研
究
会
会
長
小
磯
明
氏
、
東

京
都
水
道
局
多
摩
水
道
改
革

推
進
本
部
長
小
平
基
晴
氏
が

政
策
推
進
の
立
場
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
、
６０
周
年

記
念
功
労
者
表
彰
（
顕
彰
状

１５
氏
、
対
象
期
間
内
に
役
員

・
支
部
長
を
１０
年
以
上
歴
任

し
た
組
合
員
に
対
す
る
感
謝

状
２２
氏
、
賛
助
会
員
へ
の
感

謝
状
５６
社
）
に
続
い
て
東
京

水
道
代
表
取
締
役
社
長
野
田

数
氏
の
音
頭
で
乾
杯
し
た
。

三
多
摩
管
工
事

協
同
組
合

松
本
正
美
理
事
長
あ
い
さ
つ

スリーエム
工 業 荏原製作所訴訟対象のスリーエム工業

「地上型フートバルブ」

「
セ
デ
ィ
ア
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
」を
創
刊

渡
辺
パ
イ
プ
（
本
社
・
東

京
都
中
央
区
、
社
長
渡
辺
圭
祐
氏
）
は
、
同
社
の
サ
ー
ビ

ス
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
業

界
の
ト
レ
ン
ド
情
報
を
１
冊

に
ま
と
め
た
「
Ｓ
Ｓ

Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ
（
セ
デ
ィ
ア
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
）」
を
創
刊

し
た
。

同
社
は
、
管
工
機
材
、
住

宅
設
備
機
器
、
電
設
資
材
の

販
売
を
行
う
「
水
と
住
ま
い

の
事
業
」
と
農
業
に
お
け
る

温
室
の
設
計
・
施
工
、
販
売

を
行
う
「
グ
リ
ー
ン
事
業
」

と
で
事
業
を
分
け
て
い
る
。

顧
客
の
相
談
や
困
り
ご
と
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
の
専
門
性
や

知
識
を
持
っ
た
営
業
員
が

日
々
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

「
Ｓ
Ｓ

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
（
セ

デ
ィ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ブ

ッ
ク
）」
は
、「
水
と
住
ま
い

の
事
業
」
領
域
の
顧
客
に
向

け
て
取
扱
商
材
や
全
国
拠
点

マ
ッ
プ
、
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ａ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
知
っ
て
も

ら
う
た
め
創
刊
し
た
も
の
。

こ
の
ほ
か
、
仕
入
先
と
の

取
り
組
み
事
例
や
業
界
ト
レ

ン
ド
ニ
ュ
ー
ス
、
新
商
品
情

報
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
に
掲

載
。
発
行
回
数
は
年
１
回
、

発
行
部
数
は
３
万
５
０
０
０

部
。
同
社
で
は
、
顧
客
と
の

取
引
関
係
を
よ
り
一
層
強
化

す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

次
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
「
Ｓ

Ｓ

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
（
セ
デ
ィ
ア

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ッ

ク
）」
を
閲
覧
で
き
る
。ht

tps://ebook.sedia‐
system

.com
/sedia

‐system
/SSB

ook2
023/

。
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日
本
建
設
機
械
工
業
会

（
会
長
本
田
博
人
氏
）
は
６

日
、
新
年
賀
詞
交
換
会
を
シ

ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
東
京

（
東
京
都
文
京
区
）
で
開
催

し
、
会
員
な
ど
約
２
０
０
人

が
参
集
し
た
。

本
田
会
長
は
冒
頭
挨
拶

で
、
３
年
ぶ
り
の
賀
詞
交
歓

会
開
催
に
喜
び
を
示
す
と
と

も
に
、
昨
年
の
業
況
を
報
告

し
た
。

そ
の
中
で
同
氏
は
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
継

続
し
て
い
る
こ
と
を
契
機
と

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
安
定
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
状
況
や
原
材
料

費
の
高
騰
な
ど
不
透
明
な
状

況
が
続
く
中
、
建
設
機
械
業

界
は
２
０
２
２
年
度
の
通
期

需
要
予
測
を
国
内
は
底
堅
く

推
移
、
輸
出
は
続
伸
し
前
年

比
３
％
増
を
見
込
み
、
２３
年

度
通
期
で
は
国
内
が
前
年
度

比
２
％
増
・
輸
出
は
５
％
増

と
堅
調
に
推
移
す
る
と
予
測

し
、
全
体
で
前
年
度
比
４
％

増
と
３
年
連
続
で
増
加
し
、

過
去
最
高
の
も
の
と
な
る
予

測
（
昨
年
８
月
講
評
）
を
示

し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
。一

方
、
日
本
の
出
生
者
数

が
８０
万
人
を
割
り
込
み
、
将

来
の
就
労
人
口
に
打
撃
を
与

え
る
こ
と
を
見
据
え
て
効
率

よ
く
機
械
を
操
作
し
て
い
く

た
め
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
述
べ
た
。ま
た
、

今
年
の
前
の
卯
年
（
１２
年

前
）
に
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
た
こ
と
を
振
り
返
り
、

そ
れ
以
来
注
力
し
て
い
る
防

災
・
減
災
や
老
朽
化
し
た
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
更
新
に
資
す

る
技
術
提
供
や
、
省
エ
ネ
・

グ
リ
ー
ン
化
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
く
姿
勢
を
示
し

た
。来

賓
の
経
済
産
業
省
製
造

産
業
局
長
山
下
隆
一
氏
は
、

誰
し
も
「
ま
さ
か
こ
の
時
代

に
」
と
感
じ
た
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
、
終
息
の

見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
過

去
に
な
か
っ
た
事
態
が
多
く

起
こ
っ
て
い
る
現
代
は
未
来

に
お
い
て
「
歴
史
の
転
換

点
」
と
評
価
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
し
て
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
や
人
口

減
へ
の
対
応
な
ど
今
生
き
て

い
る
世
代
は
そ
れ
ぞ
れ
に
対

処
し
て
い
く
責
任
を
負
っ
て

い
る
と
述
べ
、
ま
ず
デ
フ
レ

脱
却
に
よ
り
好
循
環
を
作
る

た
め
国
が
投
じ
る
投
資
強
化

予
算
を
活
用
し
て
ほ
し
い
、

世
界
の
競
争
の
軸
と
な
る
と

み
ら
れ
る
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
に
お
い
て
日
本
の
競
争

力
を
強
化
で
き
る
よ
う
努
め

て
ほ
し
い
と
呼
び
掛
け
た
。

数
見
保
暢
副
会
長
（
前
会

長
）
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

会
長
在
任
の
２
年
間
開
催
で

き
な
か
っ
た
賀
詞
交
歓
会
の

３
年
ぶ
り
の
開
催
を
喜
び

「
卯
年
は
飛
躍
の
年
。
業
界

の
飛
躍
と
業
績
向
上
に
努
め

よ
う
」
と
述
べ
て
乾
杯
の
音

頭
を
取
っ
た
。

日
本
建
設
機
械

工

業

会 渡辺パイプ

本
社
工
場
の
設
備
増
強

Ｃ
Ｎ
Ｃ
旋
盤
と
Ｍ
Ｃ
導
入

昭
和
バ
ル
ブ
製
作
所
（
本

社
滋
賀
県
彦
根
市
）
は
、
生

産
性
の
向
上
と
国
際
的
な
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
脆
弱
性

を
補
う
た
め
、
彦
根
本
社
工

場
に
最
新
鋭
の
金
属
工
作
機

械
を
導
入
し
た
。

導
入
し
た
の
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｃ

旋
盤
「
Ｌ
Ｂ
４
０
０
０
Ｅ
Ｘ

Ⅱ
Ｍ
Ｃ
７５
」
と
横
形
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
「
Ｍ
Ａ‐

５
０

０
Ｈ
Ⅱ
６
面
Ａ
Ｐ
Ｃ
付
」で
、

い
ず
れ
も
オ
ー
ク
マ
製
の
工

作
機
械
。

同
社
は
、
昨
年
１０
月
に
竣

工
し
た
ベ
ト
ナ
ム
第
２
工
場

の
稼
働
も
含
め
、
今
後
も
設

備
の
増
強
で
安
定
供
給
体
制

を
強
化
し
て
い
く
と
し
て
い

る
。

本
田
博
人
会
長
あ
い
さ
つ

昭和バルブ
製 作 所導入した最新鋭ＣＮＣ旋盤
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